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昭和49年度秋田県内におけるポリオの

流行予測調査結果について

坂本昭男＊庄司キク＊原田誠三郎＊

森田盛大＊須藤恒久＊＊

I はじめに

秋田県では．本調査を昭和42年度から厚生省の委託事

業として実施してきたが．本年度も仙北郡西木村と鹿角

市十和田町錦木の2地区を選定し，感染源調査及び感受

性調査を実施したのでその結果を報告する。

:n: 実験材料及び実験方法

A 実験材料

1 糞便

表 1に示すように感染源調査としての糞便は，西木村

地区では昭和49年9月中旬に53名，又，十和田町錦木地

区では昭和49年8月下旬に57名の計 110名から採取し．

検査時迄ー70°Cに保存した。

2 血清

感受性調査のための被検血清は，西木村地区の 100名

と十和田町錦木地区の106名の計206名から採取し，検査

時迄ー20°Cに保存した。

B 実験方法
I) 

昭和49年度厚生省流行予測事業ボリオ検査術式に準じ

て行なった。なお，中和抗体価測定はマイクロクイクー

法によって行なった。

表 1 西木村地区及び錦木地区のウイルス分離結果

採地取区月 名日 仙北郡西木村地区 S • 49. 9.II 
I 
鹿角市十和田町錦木地区 S • 49. 8.30 

年 令 1被検例数 1腐性屡 Iボリオ 1尻あま悶 I被検例数 I篇性屡 Iボリオ 1尻ふま闘

゜
I 叶 lIボリオ I型I 

I 10! l I 
o¥ CoxB-5型I 

2i l | 
。ICoxB-5型 I
I I 41 21 

o]CoxB-2・5胃

2 

}— 
1¥ 

oJ CoxB-5型II o| ol o| 

゜3 11 
oi ECH0-5型1I 8| o¥ 01 

゜4 0| o| 0| o| l l l | ol CoxB-2型I 

5 41 oi o| o| 5| 0| 01 

゜6 41 0| o| 0| 21 01 o¥ 

゜7 61 
I 叫 0| 叫 41 o¥ oI 

゜8 61 o| ol o| 5| 0| 01 

゜， ol 
l 0| ol oi 51 o| 01 

゜10~13 12 0| ol 

゜ 叫
o| o| 

゜計 531 41 11 31 571 41 
I゚ 

4 

llI 検査成讀

A ウイルス分離成績

両地区から採取した 110検体より表に示す8株のウイ
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ルスが分離された。即ち，西木村地区においては53検体

から 4株（ボリオ I型が 1株，コクサッキーB5型が 2

株，ニコー 5型が株 I)'十和田町錦木地区では57検体

から 4株（コクサッキーB2型が2株，コクサッキーB
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5型が2株）がそれぞれ分離された。

B ポリオウイルス中和抗体価測定成績

両地区の年令別ポリオ中和抗体保有率を表2 • 3及び

図I• 2に示した。

西木村地区におけるボリオウイルス各型に対する乎均

中和抗体保有率をみると， 4倍スクリーニングでは1型

が96％と最も高く，ついでI型の82%,夏型の70％であ

った。

64倍スクリーニソグでも 1型が83％と他のI型の52%

表2 西木村地区の年令別ボリオ中和抗体保有状況

被検
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表3 錦木地区の年令別ボリオ中和抗体保有状況
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4 倍スクリーニソグ 64倍スクリーニング

注（ ）内数字は抗体保有率（％）を示す。
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図1 西木村地区のポリオウイルス各型に対す
る抗体保有率
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図2 錦木地区のポリオウイルス各型に対する
抗体保有率
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直型の37％より高い平均抗体保有率を示した。次に， 4

倍スクリーニング成績を年令別にみると 7~9オ群にお

ける I型及び夏型に対する抗体保有率の低下傾向がみら

れた。又， 3種の型に対する抗体を保有するものは16~

19オ群で，乎均抗体保有率61％より高い93.3％の保有率

を示した。

一方， O~lオ群及び 7~9オ群では，いずれの型に

対しても抗体を保有しないものが8.3％にみられた。

次に，十和田町錦木地区におけるポリオウイルス各型

に対する平均中和抗体保有率をみると， 4倍スクリーニ

ングでは1型が93.3％と最も高く，次いで直型の83.9%

と1型の77.3％であった。又， 4倍と64倍のスクリーニ

ング成績を年令別にみると， 4~6オ群では4倍と64倍

スクリーニングの1型に対して高い抗体保有率を示すと

共に， 64倍スクリーニングのI型に対しても高い抗体保

有率を示した。又， 10~12オ群ではI型と夏型に対する

64倍スクリーニングで低い抗体保有率を示した。次に， 4

倍スクリーニングにおける 3種の型に対する抗体保有率

をみると， 20オ以上群では92.8％と平均抗体保有率の69

.8％よりも高い抗体保有率を示した。又，いずれの型に

対しても抗体を保有しないものは， O~lオ群で21.4%

2~3オ群で10％と低年令群でみられた。

wまとめ

昭和49年度ポリオ流行予測事業として，仙北郡西木村

地区と鹿角市十和田町錦木地区の住民各100名及び106名

につきウイルス分離とボリオ各型に対する中和抗体を調

査し，次の結果を得た。

1) 感染源調査では，仙北郡西木村地区からポリオI

型ウイルスが 1株分離された。

2) ポリオ以外のものでは，仙化郡西木村地区からコ

クサッキー B5型ウイルスが2株とエコー 5型ウイ

ルス 1株が分離された。

又，鹿角市十和田錦木地区では，コクサッキー B5

型ウイルスが2株とコクサッキーB2型ウイルス 2株

が分離された。

3) 感受性調査では，両地区においてはいずれもn型
に対して高い抗体保有率を示した。

4) 4倍スクリーニングにおける 3種の型に対する抗

体保有率をみると，西木地区61%,錦木地区69.8%

の平均抗体保有率を示したが，いずれの型に対して

も抗体を保有しない年令群が両地区とも低年令群に

みられた。
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